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地方創生のキーワードは「過度な（東京）
一極集中の是正」だが、そのひとつの

淵
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源は田中角榮元首相の『日本列島改造論』が
掲げた「過疎と過密の同時解消」にあると思う。
昨今では田中元首相を政治の師とした石破茂前
首相が「令和の日本列島改造」と発信し、あら
ためて「日本列島改造論」という言葉をよく見
聞きするようにもなった。
そんな本書の主な構成は「Ⅰ私はこう考える」

「Ⅱ明治百年は国土維新」「Ⅲ平和と福祉を実現
する成長経済」「Ⅳ人と経済の流れを変える（工
業再配置で描く新産業地図、工業再配置を支え
る交通ネットワーク）」「Ⅴ都市改造と地域開発」
「Ⅵ禁止と誘導と」「Ⅶむすび」である。そして
「序に代えて」において、田中元首相は「都市
人口の急増は、ウサギを追う山もなく、小ブナ
を釣る川もない大都会の小さなアパートがただ
ひとつの故郷という人をふやした。これでは日
本民族のすぐれた資質、伝統を次の世代につな
いでいくのも困難になろう」と指摘。さらにⅡ
では、過密が生み出す大気汚染や水質汚濁など
の公害の深刻さ、電力の逼迫、激しい交通渋滞
などをあげ、都市が人が住むには不幸な場所で
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「日本列島改造論」を紐解き
東京への過度な負担を直視する
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あることを強調する。そのうえで、ページ数の
3分の1を費やしたⅣで工業再配置の意義を強
調し、新幹線、高速道路、港湾、空港などの交
通網を全国に張り巡らせることで、過疎と過密
の同時解消を目指すとした。石油ショックも相
まって「日本列島改造論」は、物価や地価高騰
を招いた元凶とみなされ頓挫したが、今もなお
「東京」を自然に反するものと否定的に捉える
見方は根強く残っている。
野村総合研究所グループのエグゼクティブ・
エコノミストである木内登英氏は「経済潮流」
（2024年11月8日付）というコラムで「東京都
の生産性上昇率が下振れている理由の一つに、
社会資本の不足がある」と指摘した。曰く、
1995年以降、東京都での人口当たり社会資本
ストック金額は低下傾向をたどり、社会資本の
不足傾向が強まっているという。これは金の卵
を産むはずの東京に過度な負担がかかっている
証左であり、地方にお金を回す仕組みの帰結と
もいえる。われわれはそろそろ「日本列島改造
論」の発想から脱却しなければならない。そし
て、そのためにもまずは本書を虚心坦懐に紐解
く必要があるだろう。

日本はかんがい大国だ。日本の美し  い田園風景はかんがい施設遺産でつくられた！！
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　茨城県北茨木市にある「十石堀」は江戸時代の
1669年に地元の村民によって築かれた農業用
水路で、開設から350年以上たったいまも流域
の田んぼに安定的に水を供給し、稲作を支える
貴重な水源となっている。土と石で構築された
全長約15㌔㍍の水路で、流域の3つの集落の計
約70㌶の水田に水を供給するなど、いまも「現
役」で活躍している。当時は雨水に頼る農業で、
安定した農業のためにはどうしても安定した農
業用水が必要だった。そのため水路建設が急
がれた。ところが、そのころは掘削道具がなく、
延べ4800人の村民が総出で素掘りしたという。
近年コンクリートで補強された一部区間を除き、
当時の姿のまま、歴史的構造物としての価値を
伝えている。

　十石堀維持管理協議会のメンバーは歴代、土
地を実地調査する「検分」、水路にたまった泥を
かき出す「江

え

払い」、水路両岸の草木を刈る「側
そ ば

刈
り」など地道な作業を分担して維持・管理に努め
てきた。現在は散策道としても整備され、水辺
空間として地元住民や観光客に癒しを与えている。
かんがい施設遺産は世界で200カ所、国内では
何と56カ所もあり、十石堀もその仲間入りを果
たしている。本書の帯文で弊誌編集長・古川猛
は「地域農業は農民たちの知恵と努力の塊。そ
のおかげで流域には豊かな作物が育ち産業が生
まれた。まさに、農業用水は『大地の顔』である」
と書いた。300年以上昔に未来の豊穣の大地、自
然との調和を想い描くことができた先人の眼力
に脱帽だ。
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